
































情とした（Ekman, 1975 工藤訳 1987).
顔から得られる情報には，表情という形の情報の他に顔の肌色という色情報
もある．顔の肌における色味の変化は，血中の酸素濃度に依存しているという
(Changizi, Zhang, & Shimojo, 2006; Stephen, Coetzee, Smith, & 






いて調べたものが多い（Frost, 1994; Re, Whitehead, Xiao, & Perrett, 
2011; Stephan et al., 2009a, 2009b). Stephan et al. (2009b）は，顔の
肌の色味を変化させ健康的に見える写真を選ばせた．その結果，赤み，黄み，
明度それぞれにおいて値の高いものが，オリジナルな顔と比べ健康に見えると
























また， Changizi& Shimojo (2010）は，“OxfordEnglish Dictionary，，に定
義されている感情に関する色の言葉を，赤に対して怒り（angry），青に対して




























いたものである（Frost, 1994; Re et al., 2011; Stephan et al., 2009a, 
2009b）.人間の表情は実際には動的なもので，表情の知覚に動きの情報が寄与
していると主張されている（Bassili,1978; Kamachi, Bruce, Mukaida, 



























































































































G=255, B=O，緑色 R=O,G=255, B=O，白 R=255,G=255, B=255，灰色
R=102, G=102, B=102，黒色R=O,G=O, B=Oであった）．
10 
(R=255, G=O, B=O) (R=O. G=O. 8=255) (R=255. G=255. B=O) (R=O. G=255, B=O) 








































M SD M 
3.62 0.61 2.47 
1.51 0.75 1.91 
1.66 0.70 1.60 


































































































表情 喜び 怒り 嫌悪 恐怖 悲しみ 驚き
M SD M SD M SD M SD M SD M SD 
表情1 3.15 0.72 1.63 0.79 1.46 0.78 1 25 0.56 1.29 0.64 1.69 0.90 
表情2 2.96 0.84 1.37 0.66 1.52 0.67 1.37 0.69 1.58 0.82 1.40 0.69 
表情3 2.23 0.88 1.52 0.73 2.19 0.89 1.83 0.90 2.46 1.04 1.62 0.80 
表情4 1.40 0.69 3.23 0.88 2.73 0.95 1.75 0.81 1.50 0.67 2.12 0.94 
表情5 1.35 0.59 1.54 0.73 1.94 0.80 1.54 0.75 2.06 0.92 1.35 0.59 
表情6 1.19 0.56 1.54 0.67 2.31 0.90 2.44 0.92 3.56 0.64 1.44 070 
表情7 1.17 0.62 3.71 0.72 2.90 0.93 1.48 0.70 1.40 0.63 1.56 0.70 
表情8 1 21 0.54 2.25 0.81 2.81 0.91 1.87 0.95 2.67 0.92 1.52 0.78 
表情9 1.06 0.24 1.67 0.71 2.85 0.89 2.44 1.00 3.71 0.57 1.48 0.58 
表情10 1.40 0.75 3.40 0.89 2.60 1.00 1.71 0.82 1.33 0.58 2.71 0.91 
表情11 1.44 0.64 1.63 0.79 1.62 0.75 1.65 0.74 1.83 0.76 3.08 1.03 
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景の輝度を揃えた（赤色R=255,G=135, B=135，青色R=118,G=l 70, B=255, 
黄色R=190,G=169, B=52，背景色R=180,G=180, B=180，輝度は約 100cd/m2).
各色条件と統制条件である色なし条件の輝度を揃えたために，色なし条件とし
て使用された刺激は， うすい灰色の背景に線画が描かれていた。 全部で 24個
の刺激を用いた。
手続き 実験は暗室で行い，参加者は約 60cmの観察距離を保ち，両眼でデ
ィスプレイ画面 (19インチ， BenQ製）に呈示された顔線画を観察した． 顔線
画は直径 14cmの円，背景は縦26.5cm×横 35.5cmの長方形で呈示した．参加




















































































































































































































































































































































分散分析の結果，色の主効果が 6表情のうち 3表情（喜び ・ニュートラル・
あいまし、）で認められた（各々 ， F(3,105) = 3.16, p < .05; F(3, 105) = 6.92, 
p < .01 ; F (3, 105) = 3.32, p < .01). 
また，表情の主効果は，全6表情（喜び・悲しみ・怒り・嫌悪・恐怖・驚き）
で認められた（各々， F(5,175) = 144.57, p < .01 ; F(5, 175) = 115.50, p 
< .01 ; F(5, 175) = 170.31, p < .01 ; F(5, 175)=81.10, p < .01 ; F(5, 175) 
= 24.15, p < .01 ; F(5, 175）二 15.34, p < .01). 
表情と顔色の交互作用は，全6表情（喜び・悲しみ・怒り・嫌悪・恐怖・驚
き）で認められた（各々， F(15,525) = 4.60, p < .01 ; F(15, 525) = 3.41, 
p < .01 ; F(15, 525) = 3.40, p < .01 ; F(15, 525) = 6.20, p < .01 ; F(15, 
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と連想の多くの研究で確認されている（Changizi& Shimojo, 2010；千々 岩，






























































































































































































F(3, p< .05; 66) = 3.59, F(3, （各々，で認められたトラノレ・あいまい）
p< .01). F(3, 66) = 11.36, p< .01; F(3, 66) = 3.68, p< .05; 66) = 2.88, 
全6表情（喜び・悲しみ・怒り・嫌悪・恐怖・驚き）表情の主効果は，また，
p< .01; p< .01; F(5, 110) = 81.74, で認められた（各々， F(5,110) = 81.05, 
p < .01; F(5, 110) = 19.174, p < .01; F(5, 110) = 43.67, 
p < .01). 
30 
110) = 16.11, 
F(5, 110) = 125.69, 
p< .01; F(5, 
表情と顔色の交互作用は， 6表情のうち 5表情（悲しみ・怒り・嫌悪・恐怖・
驚き）で認められた（各々， F(15,330) = 2.39, p < .01 ; F(15, 330) = 3.05, 
pく .01; F(15, 330) = 2. 72, p < .01 ; F(15, 330) = 5.05, p < .01 ; F(15, 
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べて高い傾向にあった （p= .065）.尺度 「悲しみJでは，青色条件が赤色条件
と比べて高い傾向にあった （p= .065). 
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(Elliot & Meier, 2012）.色と文脈の結合は初期の視覚処理段階で行われ，
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